







































シロイヌナズナ (Arabidotsistlwliana)から単離したオキシリピン化合物ArabidopsideA ~ Gは、構造中









偲有する ArabidopsideAやおが増加した後で、 OPDAや dn-OPDAを3偲有するArabidopsideEや Gが増加



























Bを前駆体として ArabidopsideEやGが生合成されている可能性を示した D また、様々なシグナル伝達経路
の欠損変異株を用いてArabidopside類の内生量を調べた結果、 Arabidopside類の生成には、 COIlを介する
JAシグナル伝達経路が重要な役割を果たし、 JA生合成遺伝子 AOSが重要であることを見い出した。一方、
塩化鍋と碕酸銀等の金属イオンストレスによって、 Arabidopside類の内生量が顕著に増加していることを見
い出し、変異体を用いた実験により、上記と同様に、金属イオンストレス処理時においても COIlが
Arabidopside類生成の重要な因子であることを見い出した。
以上の結果から、 C6揮発性成分や金属イオンストレス環境下において、シロイヌナズナはオキシリピン
Arabidopside類を生成することによってストレス抵抗性を表していることが示され、その際に分子レベルで
の Arabidopside類の生成経路を解明した。本研究成果は、ストレス抵抗性植物の育種や栽培において大いに
貢献するものと考えられる。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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